
外環（関越道～東名高速）の計画概念図を公表します。    

～より安全に、より地域への影響を小さく～ 
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問い合せ先 

すずき みちひと 

国土交通省東京外かく環状道路調査事務所調査課長 鈴木 通仁 

電話：０３－３７０７－３８９６（内線 ７７８－４５１） 

                                                               うすだ ひとし 

東京都都市整備局都市基盤部外かく環状道路担当課長 臼田 仁 

電話：０３－５３８８－３３２６（都庁内線 ３０－４７０） 

国土交通省と東京都はこの度、東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）について、

現段階での計画概念図を公表し、外環整備に伴う地域環境への影響や対策について、より

詳細な検討を行っていきます。 

  
国土交通省と東京都は、去る９月１６日に、 

・  現在の都市計画の位置を基本として、極力、大深度地下を用いる 

・  目白通り、青梅街道、東八道路に本線と同時にｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞを設置する案とする 

  こと等からなる「考え方」を示し、その中で「沿線自治体等の意見を聴きながら、早期に

計画を具体化し、外環整備に伴う環境への影響や、環境対策について検討を行っていく」こ

とを表明しました。今回お示しするのは、この「考え方」に基づいた計画概念図です。 

  沿線住民が最も懸念する事項である、外環整備に伴う環境への影響については、今後、

環境影響評価等の中で詳細な検討を行い、その結果等を踏まえて、外環整備の判断をして

いきます。 

こうした手続きに先立ち、今回、計画概念図を公表し、これを基に具体的な計画を作成し

ていきます。 

なお、今回公表する計画概念図は、外環オープンハウスや東京外かく環状道路調査事務

所、東京都都市整備局都市基盤部外かく環状道路担当等でご覧頂くことが可能です。 
 
※ 今回の計画概念図は、事故発生時の避難の安全性向上等を図るため、大深度 
地下トンネル本線の内回りと外回りを左右入れ替えた構造を前提に作成しています。 
※ こうした地下トンネル構造や安全対策等については、近日中に専門の委員会を立ち 

上げて、詳細な検討を進めていきます。 
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